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1 たけしは、リレーの 選手に 選ばれなかった。家に 帰る道、いつもより 足が 重かった。

このときの たけしの 気持ちは?

アがっかりしている イはりきっている ウ眠い エ 喜んでいる こたえ 

2 目の 前に 青い 海が 広がった。子どもたちは かんせいを あげて かけ出した。

このときの 子どもたちの 気持ちは?

アわくわくしている イたいくつしている ウこわがっている エかなしんでいる

こたえ 

3 高い 熱を 出した 母の そばで、ゆうは 冷たい タオルを 何度も 取りかえた。

ゆうの 様子から 分かるのは?

ア 怒っている こと イ眠くて 早く 寝たこと ウ 母を 心配して 気づかっていること

エ 母が 嫌いな こと こたえ 

4 せみの 声が 朝から にぎやかに 聞こえ、ひざしが じりじりと 照りつける。

いつの 季節?

ア 夏 イ 冬 ウ 春の 初め エ 秋の 終わり こたえ 

5 東の 空が 明るくなり、鳥の 声が あちこちで 聞こえ始めた。

いつの 場面?

ア 夕方 イ 昼すぎ ウ 朝 エ 真夜中 こたえ 

6 てんこう 初日、みさきは 教 室の ドアの 前で 足が すくんだ。

このときの みさきの 気持ちは?

ア 怒っている イたいくつだ ウきんちょうして 不安だ エ眠い こたえ 

ものがたり よ ばめん じんぶつ

せんしゅ えら いえ かえ みち あし おも

きも

ねむ よろこ

め まえ あお うみ ひろ こ だ

こ きも

たか ねつ だ はは つめ なんど と

ようす わ

おこ ねむ はや ね はは しんぱい き

はは きら

こえ あさ き て

きせつ

なつ ふゆ はる はじ あき お

ひがし そら あか とり こえ き はじ

ばめん

ゆうがた ひる あさ まよなか

しょにち きょうしつ まえ あし

きも

おこ ふあん ねむ



7 町の 明かりが すべて 消え、聞こえるのは 虫の 声だけに なった。

この場面の 様子は?

ア 人ごみの 中だ イにぎやかな 昼だ ウあらしの 朝だ エとても 静かな 夜だ

こたえ 

8 たろうは 母の たん生日に 手作りの カードを わたした。母は それを 胸に 当てて ほほえ

んだ。

このときの 母の 気持ちは?

ア 迷惑 イこわい ウたいくつ エうれしい こたえ 

9 窓の 外では、雪が しんしんと 降り続いていた。

この場面の 様子は?

ア 雨が ざあざあ 降っている イはげしい 嵐に なっている ウ雪が 溶けて 春になった

エ 静かに 雪が 降っている こたえ 

10 風が うなり、窓ガラスが がたがたと 音を 立てた。

この場面の 外の 様子は?

ア 静かな 夜だ イあらしのように 荒れている ウ雪が しんしんと 降る

エよく 晴れている こたえ 

11 かれ木に 緑の 芽が ふくらみ、ちょうが ひらひらと まい始めた。

いつの 季節?

ア 秋の 終わり イ 冬 ウ 春 エ 真夏 こたえ 
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12 けんじは 弟に 大切な本を やぶられた。どなろうと したが、弟の 泣きそうな顔を 見

て、言葉を 飲みこんだ。

「言葉を 飲みこんだ」とは?

ア 言いたいことを 言わずに がまんした イご飯を 食べた ウ 本を 読み上げた

エ 大声で どなった こたえ 

13 弟が 熱を 出した 夜、姉の ゆいは 何度も おでこの タオルを かえてあげた。

ゆいの 様子から 分かるのは?

ア 弟が 嫌いな こと イ 弟を 心配し 大切に していること ウ眠くて 早く 寝たこと

エ 怒っていること こたえ 

14 花びんを 割ったのを 黙っていた あきら。夜、ふとんの中で なかなか 眠れなかった。

眠れない わけは?

ア 隠しごとが 気に なっているから イ 楽しくて わくわくしているから

ウおなかが いっぱいだから エ 走って つかれたから こたえ 

15 かおりは ゴールした しゅんかん、空を 見上げて こぶしを つき上げた。

このときの かおりの 気持ちは?

ア眠さ イゴールへの 不安 ウやりとげた 喜び エ 負けた くやしさ こたえ 

16 みんなの 前で 名前を 呼ばれ、さやは 顔を 赤くして うつむいた。

このときの さやの 様子は?

アいばっている イはずかしがっている ウ 怒っている エ眠っている こたえ 

17 最後の ホイッスルが 鳴ると、選手たちは 一緒に 飛び上がって だき合った。

このときの 選手たちの 気持ちは?

ア眠い イたいくつ ウ 勝てて 大 喜び エ 負けて くやしい こたえ 
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18 一年ぶりに 会った おじいちゃんは、両手を 広げて まごを 迎えた。

このときの おじいちゃんの 気持ちは?

ア 怒っている イ 迷惑 ウこわがっている エ 会えて うれしい こたえ 

19 ほじょりんなしの 自転車に 初めて 乗れた ひろと。「やった!」と 大きな 声を 上げた。

このときの ひろとの 気持ちは?

アできて うれしい イたいくつ ウこわい エ悲しい こたえ 

20 あと 少しで 一位だったのに、ゴール前で 抜かれた。よしみは くちびるを かんだ。

このときの よしみの 気持ちは?

アうれしい イくやしい ウ眠い エたいくつ こたえ 
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こたえ　しょう4 こくご「物語を 読む(場面・人物)」 その1

1  ア がっかりしている

2  ア わくわくしている

3  ウ 母を 心配して 気づかっていること

4  ア 夏

5  ウ 朝

6  ウ きんちょうして 不安だ

7  エ とても 静かな 夜だ

8  エ うれしい

9  エ 静かに 雪が 降っている

10  イ あらしのように 荒れている

11  ウ 春

12  ア 言いたいことを 言わずに がまんした

13  イ 弟を 心配し 大切に していること

14  ア 隠しごとが 気に なっているから

15  ウ やりとげた 喜び

16  イ はずかしがっている

17  ウ 勝てて 大喜び

18  エ 会えて うれしい

19  ア できて うれしい

20  イ くやしい


